






















































































































































Zは地域係数で 1.25， 1.00， 0.75 














Z =1.0， 0.8， 0.6， K =0.67， 0.8， 1.0， 
1.33， 2.0， 2.5， 


















































































































































































































1) Wu， F. T. 1978， Recent Tectonics of Taiwan， J 
phys. Earth. 26， Suppl. S265-S299 




Tectonics (テクトニクス)， Soft Soil Deposit (軟弱地盤)， Basin (盆地)， Strong 
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M. S. KRATIOTOACCELERATION 









































































PhiJippine Sea plate 
台湾各地の震度図-1
Section a-a 
Central Mountain Range--<- ー~ 11 口 71(' Longitudinal Valiey 
Western Foothill Region ./\k:;Ë~~t-C~ぉtal Ra附

















































































48.00 44.00 40.00 36.00 
中正記念堂，自由地表面の強震記録 (EW方向)

















































0.00 10.00 9.00 8.00 7.00 
1986年5月20日の花蓮沖地震 加速度応答スペクトル























3.0 2.0 1.0 


















































6 斗六 6.3 145 158 661 
17 民雄 7.1 1258 2385 6769 
14 庖仔口 6.6 15 84 1794 
24 南投 6.4 16 159 614 
5 土甫里 5.8 54 85 130 
21 関万山 7.1 3276 12053 17907 
17 中士甫 7.1 358 733 4520 










22 花蓮 7.3 68 856 2382 (未分類)
25 台東 7.3 17 326 1016 582 
15 恒春 6.8 17 68 1214 1375 
18 白河 6.5 106 650 10500 25818 
表-2 被害建物約300棟の被害分類(結構技師公会)
土寸!1-4 5-9 10-15 16以上
建物倒壊
耐震壁破損 1 3 
柱・梁重大ひび割れ 8 6 6 1 
衝突 6 





写真一 1 丸太材で仮補強 写真一3 せん断破壊した柱。フープ間隔が粗い











写真一14 梁のせん断ひび割れ 写真一17 せん断ひび割れ柱のクローズアップ
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写真27 仕上げコンクリー卜の剥離した柱 写真一29 2階建講堂，体育館
写真一30 2階部分体育館レンガブロック造妻壁の被害
写真一28 クローズアップ。
